A case study on the application of the desensitization to an autistic child with erethism of the hearing stimulation by 小西 一博 & 小林 真
問題と目的
American PsychiatricAssociation（2000）が
発行した精神疾患の診断・統計マニュアル（DSM-
IV-TR）によれば，自閉性障害の特徴は次の3つの
症状を併せ持つことである。すなわち A）対人的
相互交渉の質的障害，B）コミュニケーション言語
と想像力の障害，C）行動，興味および活動の限定
された反復的で常同的な様式である。なお，本論文
では発達障害者支援法の記述にしたがい，以下では
自閉症と表記する。
自閉症児・者には，上記の3つの症状の他に外
界からの刺激に対して特異的な反応を示すことが知
られている。例えば，音に関心がある場合ならば，
大きな音などの感覚刺激に対して過剰な反応を示す
ことが多く，雷などの特定の音に過敏に反応するこ
とがある（小林，2005）。
このような不適切な反応を改善し，日常生活への
適応を図るためには，行動療法が有効である。特に，
不安や恐怖，緊張などの心理-生理的反応に対して
は，系統的脱感作法が用いられることが多い
（Wolpe,1982）。系統的脱感作法は，不安や恐怖を
引き起こす事物についてあらかじめネガティブな情
動の程度を評価し，不安階層表を作成する。そして，
最も弱い刺激状態を想起しながら不安・恐怖反応が
生じなくなったら階層を１段階上り，最終的に日常
生活への適応を妨げている不安・恐怖反応を除去す
る技法である（久野，1993）。
これまでに様々な症例において系統的脱感作法の
効果が示唆されている（岡嶋・原井，2007：金子，
2005：陳・貝谷･坂野， 2003）。 例えば金子
（2007）は，書痙を伴う対人緊張を呈する1名の男
性に対して，系統的脱感作法における自律訓練法と
現実場面における自律訓練導入法を併用し，症状の
改善を報告した。
このように系統的脱感作法は主に健常の成人・青
年に対して適用されており，自閉症児・者，特に知
的障害を伴うクライエントに適用した事例は先行研
究を概観する限りほとんどみられなかった。その理
由として，系統的脱感作法の実施手順上に自閉症児・
者に応用しにくい点があると思われる。以下に，自
閉症児・者にこの技法が適用しにくい理由について
述べる。
まずこの技法では，リラクセーション技能の習得
が求められる。不安・恐怖を喚起する刺激を想起す
る以前に，予め自律訓練法などのリラクセーション
訓練を実施し，十分なリラックス状態に達すること
ができなければ，不安階層表を導入することができ
ない。自分の身体の状態（体性感覚）をモニターして
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要 約
本研究では，聴覚刺激に対する過敏性を持つ自閉症児に対して，号砲の音に関する脱感作法を適用した。その目的は，
号砲に対して過敏な反応を示さずに運動会に参加するためである。具体的には，①約半年間をかけてスモールステップ
で脱感作を進展させる，②実物の号砲の音を呈示する現実的脱感作法から恐怖場面を思い出させる想像脱感作法に移行
させる，という手続きをとった。その結果，対象児は号砲の音に怯えることなく運動会に参加することができた。した
がって，自閉症児に継続的に脱感作法を適用することは，聴覚刺激の過敏性を低減させるうえで有効であったといえる。
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報告することが困難なクライエントの場合は，リラ
クセーション訓練が難しいと考えられる。実際に小
西・稲垣・小林（2009）は，知的障害児に対するリ
ラクセーション訓練の実施が困難だったことを報告
している。
また，不安階層表を必要とすることも自閉症児・
者には適用しにくい理由である。クライエント自身
が不安・恐怖を喚起する様々な刺激を特定し，序列
をつけることができない場合には，本人の実体験に
即した階層表の作成が困難である。保護者や関係者
からの聞き取りや，行動観察によって不安階層表を
作成しなければならない。こうして作成した階層表
が，自閉症児・者の感覚に合致するかは十分に保証
されていない。
さらに，系統的脱感作法には不安や恐怖，緊張な
どを引き起こす場面を想起する過程が必要な点にも
問題がある。想像することを苦手とする自閉症の特
性を考慮すると，架空の場面を想起しながらリラク
セーションを行うことはかなり困難なことが想定さ
れる。
以上のことから，自閉症児・者が感じる不安・恐
怖反応を低減する場合には，①リラクセーション訓
練や不安階層表の作成を求めないこと，②抽象的な
空想場面ではなく具体的な現実場面を用いること，
という2点に配慮する必要がある。そこで本研究
では，知的障害を伴う自閉症児に対して，イメージ
場面を想像することを求めず，現実場面において脱
感作法を行い，聴覚刺激の過敏性を低減することを
目的とする。
方 法
１ 対象児
Ｔ県内の小学校に在籍する自閉症児1名（以下，
Ｓ児と表記する）。Ｓ児の特徴をTable1に示す。
２ 期間
200X年1月から5月までの約5ヶ月間。
３ 症状
Ｓ児は全般的に大きな音を嫌い，耳を塞ぐしぐさ
を頻繁にするなど聴覚刺激への過敏性を示していた。
特に，運動会で使用される号砲の音を最も苦手とし
ていた。前年度の運動会では出走順を待っている時
だけでなく，グラウンドに鳴り響く号砲の音を聞く
だけでも耳を手で覆ってその音を拒絶した。教師は
「大丈夫だよ，怖くないよ」と声を掛けたり，Ｓ児
の気分を紛らわせるために用意してあった支援ツー
ルなどを活用したりしてかかわったが，号砲の音に
対する恐怖心を取り除くことができなかった。
運動会では競技が行われるたびにスタートの合図
として号砲が頻繁に使用されたために，Ｓ児は教師
や家族の指示に対して抵抗を示し，「お家に帰りた
い」と泣き出し，学校にさえいられない心理状態に
なった。そのためにＳ児は競技に参加することなく
帰宅した。その後，Ｓ児は号砲そのものを見ただけ
でも拒絶的な反応を呈するようになった。
本症例においては自閉症の障害特性である言語に
よる指示の伝わりにくさがみられたことや，音が気
になり始めるとあらゆる指示が通らなくなる実態か
ら，号砲の音が鳴り始めた場での即興的な対応では
効果を示さなかったと思われた。
４ 行動目標（標的行動）
以上の様子から，次年度に向けて次のような目標
を設定した。「運動会で使用される号砲の音に対し
て過敏に反応せずに次回の運動会に参加できること
を目指す。」
５ 手続き
（1）実物の音刺激を呈示する現実的脱感作法
①号砲の音に対する過剰な反応のみに焦点を当てた
脱感作法
運動会で使用する号砲の音が，3分間に1回のペー
スで鳴るCDを作成した。そして，このCDをＳ児
のそばで30分間流し続け，計10回の号砲の音を毎
日聞かせた。聞かせる際は，恐怖の脱条件づけを図
るために，呈示する刺激（号砲の音）の強度を3
日間ごとに段階的に徐々に上げていった。なお，最
初は音量の目盛り「1」から始めたため，ほとんど
聞こえないほどの音量から開始した。
②号砲の音と号砲を認知的に結びつける脱感作法
大きな号砲の音に対する過敏性が低減してきたと
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Table1 Ｓ児の実態
【性別】男
【年齢】7歳
【障害の種類】知的障害，自閉性障害
【知能レベル】教研式簡易就学児知能検査の
正答率：0/18
判断された時点で，号砲の音と同時に号砲の写真を
呈示した。この操作により「この音は号砲の音であ
る」ことを認知させた。さらに，号砲の写真に対す
る抵抗を示さなくなった時点から現物の号砲を同時
に呈示し，現実場面と類似した環境下に移行した。
なお，自閉症児・者には過去の恐怖体験を瞬時に思
い出してしまうタイムスリップ現象（杉山，2000）
がよくみられる。訓練中にＳ児が前年度の運動会を
思い出してしまうと，過度な恐怖を感じてしまった
り訓練への参加を拒否したりする恐れがある。その
ためこの取り組みは，運動会をイメージしにくい教
室内で実施した。
③グラウンドで号砲の音と号砲を呈示する脱感作法
現物の号砲やその音に順応できる範囲を広げるた
めに，屋内だけでの実施から屋外での脱感作法へと
移行した。グラウンドで号砲が鳴る場面は，前年度
の運動会で恐怖体験をした場所である。こうした現
実場面における脱感作法を導入し，恐怖を克服でき
たこと対してＳ児に成功感や自信をもたせるような
言葉がけをした。
（2）恐怖体験を思い出させる想像脱感作法
本校の運動会が開催される10日前から，他校の
運動会の様子を撮影し，10分間程度にまとめたビ
デオを毎日視聴させた。そうすることで，運動会場
面をイメージさせるのではなく，昨年度の運動会を
思い出し，視覚的に想像できるようにした。
なお，このビデオを編集する際，運動会の概要の
みならず，号砲が頻繁に鳴らされる徒競走場面を多
く含むようにした。特に，号砲を鳴らすスターター
がどのようなタイミングで打つのかを理解しやすい
ように撮影した映像を用いている。スターターが火
薬をつめ，腕を挙げ，「よーい」と叫んでから号砲
が鳴るという一連の流れを事前にＳ児が視覚的に理
解しておくことで，運動会当日は不意の号砲音にさ
らされずに，心構えができるようにした。
結果と考察
脱感作法による治療的アプローチの経過と，Ｓ児
が抵抗を示したエピソードを取り上げ，以下に考察
する。
１ ベースライン期
Figure1はＳ児の号砲音の刺激量に対する記録
である。
ベースライン期では，最初に中程度の号砲音の刺
激量（ボリューム量15）で行ったが，耳を塞いだ
り，その場から離れようしたりする拒否的な態度を
示した。それ以後，号砲音の刺激量を減らしたが，
拒否的な態度には変化がみられなかった。
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Figure1 号砲の刺激量に対するＳ児の態度
２ 支援期
支援期では，Ⅰ期（教室内での号砲の音の呈示），
Ⅱ期（教室内での号砲の音と号砲の写真を併用した
呈示），Ⅲ期（グラウンドでの号砲の音と号砲を併
用した呈示）に分けて段階的に実施した。
【Ⅰ期】
支援期ではまず号砲の音のみに焦点を当てた介入
を行い，注意を向けなければ聞き取れないほどの微
量の刺激から開始することにした。その結果，Ｓ児
は全く反応することなく，聞こえていないかのよう
に振る舞う受容的な態度を示した。そこで，3日ご
とに段階的に号砲音の刺激量を増大させていったが，
Ｓ児は普段通りに学校生活を送っていた。このこと
から，Ｓ児は号砲の音が耳に入ってきているが，繰
り返して号砲の音を受けることにより，反応しなく
てもよいものとして捉えるようになったと考えられ
た。さらに，66日目以降には明らかな大音量（ボ
リューム量20以上）になったが，Ｓ児は拒否的な
反応を示すことはなかった。むしろ日常的な雑音の
一部のように捉えて学校生活を送っているようであっ
た。したがって，長期にわたり号砲の音を受け続け
ることで号砲に対する馴化が成立したと判断できる。
【Ⅱ期】
号砲の音のみを呈示するセッションを72回実施
した後，号砲の音と号砲を認知的に結びつけるため
の介入を15セッション行った。その介入において
も3日ごとに号砲の音を増大させるアプローチを
継続した。号砲の写真が呈示された初日には戸惑っ
た態度を示したものの，その日以外は拒否的な反応
を示すことはなかった。
以下では，初めてCDプレーヤーの前に号砲の写
真を置き，号砲の音と号砲を認知的に結びつける手
続きをしたⅡ期初日のエピソードを示す。
2月X日（金）＜81日目＞
偶然，Ｓ児は号砲の音を再生しているCDプレー
ヤーと，その傍らに置いてあった号砲の写真に目
をやった。すると，Ｓ児は立ち上がってその場で
体を硬直させたまま（①），30秒間ほど号砲の写
真を凝視した（②）。その後，ゆっくりと写真に
近づき（③），その写真を手で振り払って床に落
とした（④）。しかし，その後は耳を塞ぐような
しぐさはせずに，いつもと同じように学習活動を
そのまま続けた。
Ｓ児は初めて見た号砲の写真に驚いた（①）。そ
して，目を疑うような表情で，本物の号砲だろうか
と見定めたり，なぜこんなところに号砲の写真があ
るのだろうと考え込んだりする態度を示した（②）。
恐れながらも号砲の写真に接近し，本物ではないこ
とを確認すると（③），排除するように手で写真を
倒し，写真に対する抵抗を示した（④）。
ベースライン期のＳ児であれば，写真を見ただけ
で恐怖に怯えて耳を塞ぎながら座り込んでいたであ
ろう。しかし，81日目のセッションではいつもと
は違うセッティング状況に対してやや動揺したもの
の，気分を乱すことなく，その後の活動を継続する
ことができた。このことから，号砲の音に対する過
敏性が徐々に低減されていく中で，その音源である
号砲に対する恐怖心も次第に低減する過程にあり，
Ⅰ期からⅡ期への移行がスムーズに行われたのでは
ないかと推察された。
また，81日目以降も継続して号砲の音と同時に
号砲の写真を呈示したが，セッションを重ねるごと
に硬直する時間は短くなっていった。それに伴い，
号砲の音や号砲の写真に対しても怖がったり戸惑っ
たりすることなく，平常時と同じように学校生活を
送ることができた。
Figure2は，85日目の様子である。教室内に号
砲の音を流れている環境下で授業を受けている場面
であるが，両手で耳を塞いだり，席を離れて号砲の
音を避けようとしたりすることなく，この日もいつ
もどおりに積み木を使った学習に取り組んでいた。
以上のことから，号砲の音と号砲の写真を同時に
呈示され続けることにより，「聞きなれた音は号砲
の音である」ということを視覚的に理解していくと
ともに，「今まで嫌ってきた号砲やその音はそれほ
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Figure2 号砲の音と号砲の写真を呈示されながら
学習に取り組むＳ児
ど恐れるものではない」という認知の修正と，生理
的な恐怖反応の低減が成立したと考えられる。その
結果，音源である号砲の写真を呈示されても過大な
恐怖心を抱かずに平穏に学校生活を送ることができ，
Ⅲ期においても号砲そのものに対して抵抗せずに対
応することができたと考えられた。
【Ⅲ期】
96日目以降はCDプレーヤーの最大音量の30を
維持したまま，呈示する刺激を号砲の写真から実物
の号砲に替えてグラウンドで実施した。その結果，
Ⅱ期と同様に拒否的な態度を示さなかった。今まで
は恐怖体験をした運動会をイメージしにくい教室内
でのセッションであったが，Ⅲ期では運動会を想定
したグラウンドで，体育の授業中に実施した。しか
し，Ｓ児は授業に参加することができた。
Ⅲ期では，実物の号砲を呈示したにもかかわらず
Ｓ児が違和感を示さなかったことから，Ⅱ期で呈示
されてきた写真の号砲と実物の号砲は同一であると
いう認知が結びつき，抵抗を示すことなく移行する
ことができたと考えられた。また，教室からグラウ
ンドへの移行に関しても抵抗を示すことがなかった
ことから，前段階までに号砲の音に対する恐怖感が
低減されたことにより，場所に影響されることなく，
例え運動会を想起させるような場であっても順応す
ることができたと推察された。
全体的考察
１ 本研究のまとめ
本研究では，号砲の音に対して過敏に反応せずに
運動会に参加できることを行動目標とし，Ｓ児に対
して脱感作法を適用した。その結果，Ｓ児は号砲の
音に怯えることなく運動会に参加することができた。
このことから，自閉症児の聴覚的な過敏性を低減さ
せるために，継続的に脱感作法を適用することがで
有効であったといえる。
本研究で支援が成功した理由はいくつか考えられ
る。具体的には，以下のような点が有意味であった
と思われた。
①約半年間という長期にわたってスモールステップ
で取り組んだことが有効であった。初めは微弱な
号砲の音に対して耳を慣れさせ，次に，もう少し
強い刺激に慣れさせるという長期的で緩やかな過
程を踏むことで，自然と号砲の音に対してＳ児が
順応していったと考えられる。
②実物の号砲の音を呈示する現実的脱感作法から，
より恐怖場面を思い出させる想像脱感作法へ移行
したことが効果的であったと考えられる。号砲の
音に対する過剰な反応のみに焦点を当てたアプロー
チから，号砲の音と号砲の写真，号砲の音と実物
の号砲を認知的に結びつけ，さらに，訓練場面を
教室内からグラウンドに移行した。このように，
段階的に実際の運動会場面に近い状況に接近する
というアプローチによって，無理なく実際の運動
会場面に生かすことができたと考えられる。
また本研究においては，号砲音に対する脱感作法
以外にも，運動会場面に慣れさせるための試みを行っ
た。例えば，近隣の保育所で行われた運動会を実際
に観覧させることで，本校の運動会を想像しやすい
ようにした。また，本校の運動会に向けて2週間
前から耳栓をつける練習に取り組んだ。その結果，
耳栓をつけることで音刺激が弱められることが体感
され，グラウンドでの運動会練習が始まる頃になる
と，自分から教師に耳栓を求めるようになった。そ
して，当日も耳栓をして運動会に参加した。このこ
とから，耳栓をすることで号砲の音そのものの刺激
強度が弱まり，さらに号砲に対する耐性を高めていっ
たのではないかと思われる。
このように脱感作法という技法に限定することな
く，Ｓ児にとって有効だと思われた使えるリソース
を最大限活用するように取り組んだことも，Ｓ児が
運動会に望むことができた要因になったと考えられ
る。
２ 今後の課題
本研究では以下の2つの課題が残った。
①Ｓ児は運動会当日まで本物の号砲の音を聞くこと
がほとんどなかったためか，当日は号砲の音を遮
るように耳を手で塞ぎながら参加する姿もみられ
た。したがって，号砲の音に対して恐れが全く消
失したわけではない。
本来ならば，当日までに何日間か本物の音を聞
かせるべきだったが，学校では不要な時に何度も
号砲を鳴らすことができない制約があるために，
実施が不可能であった。学校以外で遮音が可能な
場所が確保できれば，実際の号砲音を聞かせるこ
とが可能である。このような地域のリソースを確
保することが課題として残っている。
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②Ｓ児は教室内での脱感作法で号砲の大音量に順応
したにもかかわらず，グラウンドでの号砲の音に
対してはやや抵抗を示すことがあった。特に運動
会の予行演習や運動会当日は，いつもと違う人的・
物理的環境下のためか脱感作法の効果がやや弱め
られ，落ち着きを失いかけていたように思われた。
このようなＳ児の変調は，俗にいうなら「その場
の独特な雰囲気に飲まれた」状態である。
この結果から，いかに事前に運動会に近い状況を
設定して脱感作法を取り組んだとしても，完全には
再現することはほぼ不可能であるという限界がある。
Ｓ児の号砲の音に対する過敏性は低減されたものの，
ある程度の環境下になると，昨年度の運動会で体験
した不安や恐怖のフラッシュバック（杉山のいうタ
イムスリップ現象）が生じ，再悪化してしまう可能
性が示唆された。「運動会らしい雰囲気」にいかに
慣れさせるかについては今後の検討が必要であろう。
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